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GIGAスクール構想以降の学校現場におけるICT教育 

―兵庫県宍粟市立河東小学校の実践を事例として－ 

ICT education in schools according to the GIGA school concept 
A case study of practice at Kawahigashi Primary School, Shiso, Hyogo, Japan 
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はじめに 
（１）研究の背景 

 本稿では2021 年度から2023 年度までの期間を対象として学

校現場におけるICT教育の取り組みを紹介するとともに，現時

点での GIGA スクール構想の成果と課題をとりまとめ，GIGA
スクール第２期を迎えるにあたっての参考資料を提示する。

2019年12月より文部科学省（以下，文科省とする）主導で開始

されたGIGAスクール構想は2024年12月現在，GIGAスクー

ル第２期とされる新たなステージに進みつつある。文科省によ

れば，2023年度以前の「GIGA第１期」で得られた知見をもと

に，今後の「GIGA第２期」においては各種端末の計画的な更新

を行っていくとともに，校務デジタル化や文部科学省CBTシス

テム（MEXCBT:メクビット）等，GIGA時代・クラウド時代に

適合した働き方や学び方の実現に向け，更なる取り組みを進め

ていくという1。 
そもそも GIGA スクール構想とは第一に「1 人１台端末と，

高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで，特

別な支援を必要とする子供を含め，多様な子供たちを誰一人取

り残すことなく，公正に個別最適化され，資質・能力が一層確実

に育成できる教育ICT環境を実現する2」こと。第二に「これま

での我が国の教育実践と最先端のICTのベストミックスを図る

ことにより，教師・児童生徒の力を最大限に引き出す3」ことを

目指し，2019年12月に打ち出された。このような政策の背景に

は，令和２年度実施の新学習指導要領において情報活用能力が

言語能力，問題発見・解決能力等と同様に「学習の基盤となる資

質・能力」に位置づけられたこと。また，「各学校において，コ

ンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用する

ために必要な環境を整え，これらを適切に活用した学習活動の

充実を図る4」などが明記されたことがある。 

 当初，文科省は「教育のICT化に向けた環境整備５か年計画」

として新学習指導要領の実施を見据え，2019年から2023年まで

の５年間で段階的に環境整備を進め，学校教育のICT化を目指

すとしていた5。しかし，2020年３月以降，新型コロナウィルス

の感染拡大に伴いオンライン学習のニーズが急速に高まりを見

せたことを受け，政府は学校への「１人１台端末」整備の前倒し

を決定する。加えて，家庭における通信環境の整備など，災害や

感染症の発生に伴う学校の臨時休業下においても子どもたちの

学びを保障できる環境整備を行うとした6。上記背景のもと，当

初は 2023 年度の完成を目指すとされていた GIGA スクール構

想は急遽2021年度から本格的に着手されることとなった。 

（２）問題の所在と研究の目的 

  文科省は2023年12月の「総合経済対策及び令和５年度補正

予算（GIGAスクール構想関係）について」で2019年から2023

年にかけての「GIGA第１期」の取り組みを総括し，「全ての子

供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協同的な学びを実

現するため，令和２～３年度に『１人１台端末』と高速通信ネッ

トワークを集中的に整備し，GIGA スクール構想を推進。学校

現場では活用が進み，効果が実感されつつある」と述べている7。

文科省が上記のように評価する2020 年および2021 年が新型コ

ロナウィルスの感染拡大に伴う一斉休校や各種活動の取り止め，

あるいはオンライン化など，学校現場が大きく変貌した年であ

ったことは記憶に新しい。当時は新型コロナへの対策という観

点からGIGAスクールの開始が急がれたことにより，学校現場

では過去に類を見ない速度で多くのICT機器やソフトウェア類

が導入された。そのため，現場の教員にとってみれば新型コロナ

対策とICT環境の整備という前例のない業務に対処することを

余儀なくされ，言わば一朝一夕のうちにGIGAスクールが開始

されてしまったという感は否めない。オンライン授業やビデオ

会議の実施など，学校教育のICT化がコロナ禍における学校運

営に大きく貢献したことは確かであるが，今後も推し進められ

ていくGIGAスクール構想が果たして子どもの学びにどの程度

まで貢献し得るのかという問題については今一度の検討を要す

るだろう。 

 なお，現時点でのGIGAスクール構想に関する先行研究を整

理してみると，およそ以下のような傾向が見受けられた。まず散

見されるのが，1人1台端末導入後における教員のICT機器の活

用率を統計データとして算出しつつ，学校現場でのより積極的

『教育科学論集』 第 28 号　2025 年 3 月

－ 31 －

研究動向



『教育科学論集』第 28 号 2025 年 3 月 
 

 -30- 

な ICT 活用を促す論考である。また，これらに続いて特定の教

科や単元における実践事例を取り上げ，ICT機器の有効性を検討

している論考も多く見られる8。しかしその一方で，GIGAスクー

ル構想以降の学校現場における変容や取り組みの実態を長期間

にわたり継続して検討したものは管見の限り見当たらない。そ

こで本稿では筆者がかつて勤務し，ICT 担当を務めたことのあ

る公立小学校を事例として取り上げ，GIGA スクール構想に携

わった一教員としての視点から「GIGA 第１期」の成果と課題

を取りまとめ，今後の参考資料として報告する。 

（３）宍粟市立河東小学校について 

  本稿では兵庫県宍粟市立河東小学校（以下，河東小とする）に

おけるICT教育の取り組みを事例として報告する。本校は全11

地区からなる校区をもち，2024年時点での児童数は250名弱と

市内では比較的規模の大きい小学校である。校区には肥沃な平

野が広がり，田畑や農園が多く存在する。校区住民の学校教育に

対する関心は高く，学校行事やPTA活動への住民参加はもちろ

ん，地域産業との連携を活かした農園見学や職業体験といった

体験学習が本校の特色となっている。筆者は上記小学校に2020

年度から2022 年度にかけて勤務し，ICT担当としてGIGA ス

クールに関する業務に携わった経験をもつ。 

（４）研究の方法 

  2019年12月に発表されたGIGA スクール構想が兵庫県宍粟

市において本格的に導入されたのは2021年４月以降のことであ

った。本稿で取り上げる宍粟市立河東小学校では2020年度末に

児童用端末として「クロームブック／chromebook」が搬入され，

2021 年４月より１人１台端末の運用を開始した。また，この時

期に宍粟市教育委員会（以下，市教委とする）より「GIGAスク

ール構想に基づく教育 ICT環境整備の推進状況」が示され，お

およそ本計画に沿って環境整備と実践での活用が進められてい

った。そこで本稿では１人１台端末をはじめとした ICT 環境の

整備と実践での運用が試行された2021～2022年度。そして，試

行期間を経て本格的な運用が進められていく2023年度までの計

3 年間を対象として実践報告を行う。なお，2023 年度の取り組

みについては筆者の後任にあたる ICT 担当をはじめ，河東小教

員からの聞き取りと事例提供にもとづき報告を行うものとする。 

 

１．2021年度の取り組み 
（１）１人１台端末の整備とGIGAスクールの開始 

 河東小では2020年度末に市教委より児童用端末「クロームブ

ック」とタブレット保管庫が搬入された。本校は全校児童250名

弱と市内では比較的規模の大きい小学校であるため，2021 年４

月からの運用開始に向けて春期休業中の時間を使い，全職員で

タブレットの開封や保管庫へのコード接続の作業を行った。数

日間にわたる職員作業を終え，無事各学級に１人１台端末とタ

ブレット保管庫が設置されたことでGIGAスクールを迎える体

制がひとまず整えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

図１．コードの接続作業を終えたタブレット保管庫 

 

１）クロームブックへのログイン 

児童たちがクロームブックを使用していくにあたり，まず課

題となったのが，市教委から割り振られたIDと各自が設定した

パスワードをクロームブックに正しく入力し，ログインできる

技能を身に付けるということだった。家庭で既に何らかの端末

を扱ったことがある高学年児童はともかく，端末を一切扱った

ことがない低学年児童においては「自分でパスワードを設定す

る」ことや，「IDとパスワードを正しく入力する」という作業に

は大きな困難を伴うことが予想された。そこで河東小では家庭

の保護者宛に文書を配布し，本年度より児童全員が１人１台の

端末を使用すること，そして，その第一段階として自分のIDと

パスワードを正確に入力し，ログインできるようになる必要が

あることを伝えた（資料①：本稿末尾に掲載）。また，これと併

行して各学年ではパスワードは「家に入るための鍵と同様のも

のであること」，「人には絶対に教えてはいけない」等，情報リテ

ラシーに関する指導を学級担任に重点的に行ってもらうことで，

児童がクロームブックと正しく向き合うための土台作りを進め

た。 

２）IDカードの作成 

 家庭からのあたたかい協力もあり，児童全員が自分のパスワ

ードを設定できたことで５月以降は多くの学年が実際にクロー

ムブックを使用してみる段階に進むことができた。しかし，ここ

でやはり問題となったのがクロームブックへのログインは児童

にとって非常に難易度が高いということであった。安全性への

配慮から大文字・小文字，数字を含んだパスワードは複雑であり，

児童が正しく記憶しておくのは困難であった。また，アルファベ

ットを学習していない低学年児童においては教員が指示する内

容も上手く伝わらないという状況であった。教員からはクロー

ムブックを児童と共に使用してみたいが，ログインができない

ため作業が前に進まない。児童に必要な情報を記載したIDカー

ドを配布してはどうかといった意見が筆者に寄せられるように

なった。IDカードを配布することは児童のスムーズなログイン

を可能にする一方で，情報リテラシーの観点からは危惧される

側面もあった。しかし，当時の状況としては「IDカードを配布

する」，あるいは「全児童のパスワードを統一する」かのどちら

かを選択するしかなく，本校においては前者の方向で検討を進

め，ICT担当である筆者を中心としてIDカードの作成にとりか

かった。 
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図２．河東小IDカード 

 

３）端末破損への対策 

 IDカードによってスムーズなログインが可能になったことで，

児童らは教員指導のもと授業のなかでクロームブックを活用す

る段階へと進んでいった。クロームブックの導入当初より，多く

の学年ですぐに活用可能な検索機能とカメラ機能が調べ学習や

観察学習に用いられ，河東小校内にはクロームブックを抱えて

教室移動をする児童の姿が多く見られるようになった。また，ク

ロームブックに対する児童の期待度は高く，理科や社会科の授

業ではこれまで以上に意欲的に学習に取り組む児童の様子が大

変印象的であったことを記憶している。 

一方，クロームブックの活用が校内で試みられていくのと同

時に端末の破損報告が筆者のもとに届くようになってきていた。

端末の破損は多くの場合，児童が教室移動の際に誤ってぶつけ

たり，落下させてしまったりすることが原因であり，端末を保護

できるケースを急ぎ調達する必要があった。保護ケースの購入

にあたり，職員会議にて事情を説明し，保護ケースを全校児童に

配布するということで合意を得て，至急業者を手配した。保護ケ

ースが無事配布されたことで，児童が教室移動の際に端末を破

損してしまうリスクが軽減され，教員にとってもクロームブッ

クを活用しやすい環境となった。 

（２）支援ソフトウェアの導入 

 2021 年度に河東小で導入・試行されたソフトウェアやアプリ

ケーション類は大きく以下の３点であった。１点目はGoogleが
提供する「Google Classroom」。２点目はSky株式会社が提供

する授業支援ソフトウェア「スカイメニュークラウド」。３点目

は東京書籍が提供する学習支援ソフトウェア「タブレットドリ

ル」である。本校ではGoogle Classroomが2021年４月に導入

され，スカイメニューとタブレットドリルについては５月から

の導入となった。 

１）Google Classroom 

 本アプリケーションは学級全体での情報共有はもちろん，欠

席児童への課題配布，Google Meet との連携によるビデオ会議

等，新型コロナへの対応策としても有効であったため，河東小で

は2021年度から2023年度にかけてGoogle Classroom が授業

内外を問わず幅広く活用された。Google Classroomの運用にあ

たっては，まずは学級ごとのClassroomの開設が必要であった。

職員会議にて本アプリの意義と概要を説明した後，Classroom
の作成方法や使用例，児童の招待方法等を記載したマニュアル

を学級担任に配布した。また，必要に応じて筆者が学級担任への

助言を行いながら各学級のClassroomを開設し，運用にむけて

の準備を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．筆者が担任した３年２組のClassroom 

 

 Classroomでは教師は「Googleフォーム」によって作成した

アンケートや自動採点機能をもつ小テストなどを実施すること

ができた。また，児童は教師から与えられた課題を Classroom
内で提出することができるなど，従来は紙媒体で行われていた

やりとりをタブレット上で完結させることが可能になった。ま

た，長期欠席児童への家庭連絡はClassroomのビデオ会議機能

を用いることで感染症対策を意識しながらも，教師と児童が綿

密に情報共有を行える環境を構築することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．欠席児童への連絡の様子 

 

２）スカイメニュークラウドとタブレットドリル 

 2021年５月末頃，市教委よりGIGAスクールの環境整備の一

環として授業支援ソフトウェア「スカイメニュークラウド」と学

習支援ソフトウェア「タブレットドリル」が導入された。 

 スカイメニューの特徴としては第一に，教材の作成や配布，添

削といった作業が一連の流れで行える「発表ノート」機能が挙げ

られる。発表ノートは教材の作成や提示など教師の授業づくり

に貢献するとともに，児童は日々の学習内容を学びの足跡とし

て各自の発表ノートに記録し，蓄積していくことが可能だった。

また，各自の発表ノートは学級・学年を超えて幅広く共有可能で

あり，児童一人ひとりの学びが河東小全体へと共有されること

で，学びの深化をもたらした。 
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な ICT 活用を促す論考である。また，これらに続いて特定の教

科や単元における実践事例を取り上げ，ICT機器の有効性を検討

している論考も多く見られる8。しかしその一方で，GIGAスクー

ル構想以降の学校現場における変容や取り組みの実態を長期間

にわたり継続して検討したものは管見の限り見当たらない。そ

こで本稿では筆者がかつて勤務し，ICT 担当を務めたことのあ

る公立小学校を事例として取り上げ，GIGA スクール構想に携

わった一教員としての視点から「GIGA 第１期」の成果と課題

を取りまとめ，今後の参考資料として報告する。 

（３）宍粟市立河東小学校について 

  本稿では兵庫県宍粟市立河東小学校（以下，河東小とする）に

おけるICT教育の取り組みを事例として報告する。本校は全11

地区からなる校区をもち，2024年時点での児童数は250名弱と

市内では比較的規模の大きい小学校である。校区には肥沃な平

野が広がり，田畑や農園が多く存在する。校区住民の学校教育に

対する関心は高く，学校行事やPTA活動への住民参加はもちろ

ん，地域産業との連携を活かした農園見学や職業体験といった

体験学習が本校の特色となっている。筆者は上記小学校に2020

年度から2022 年度にかけて勤務し，ICT担当としてGIGA ス

クールに関する業務に携わった経験をもつ。 

（４）研究の方法 

  2019年12月に発表されたGIGA スクール構想が兵庫県宍粟

市において本格的に導入されたのは2021年４月以降のことであ

った。本稿で取り上げる宍粟市立河東小学校では2020年度末に

児童用端末として「クロームブック／chromebook」が搬入され，

2021 年４月より１人１台端末の運用を開始した。また，この時

期に宍粟市教育委員会（以下，市教委とする）より「GIGAスク

ール構想に基づく教育 ICT環境整備の推進状況」が示され，お

およそ本計画に沿って環境整備と実践での活用が進められてい

った。そこで本稿では１人１台端末をはじめとした ICT 環境の

整備と実践での運用が試行された2021～2022年度。そして，試

行期間を経て本格的な運用が進められていく2023年度までの計

3 年間を対象として実践報告を行う。なお，2023 年度の取り組

みについては筆者の後任にあたる ICT 担当をはじめ，河東小教

員からの聞き取りと事例提供にもとづき報告を行うものとする。 

 

１．2021年度の取り組み 
（１）１人１台端末の整備とGIGAスクールの開始 

 河東小では2020年度末に市教委より児童用端末「クロームブ

ック」とタブレット保管庫が搬入された。本校は全校児童250名

弱と市内では比較的規模の大きい小学校であるため，2021 年４

月からの運用開始に向けて春期休業中の時間を使い，全職員で

タブレットの開封や保管庫へのコード接続の作業を行った。数

日間にわたる職員作業を終え，無事各学級に１人１台端末とタ

ブレット保管庫が設置されたことでGIGAスクールを迎える体

制がひとまず整えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

図１．コードの接続作業を終えたタブレット保管庫 

 

１）クロームブックへのログイン 

児童たちがクロームブックを使用していくにあたり，まず課

題となったのが，市教委から割り振られたIDと各自が設定した

パスワードをクロームブックに正しく入力し，ログインできる

技能を身に付けるということだった。家庭で既に何らかの端末

を扱ったことがある高学年児童はともかく，端末を一切扱った

ことがない低学年児童においては「自分でパスワードを設定す

る」ことや，「IDとパスワードを正しく入力する」という作業に

は大きな困難を伴うことが予想された。そこで河東小では家庭

の保護者宛に文書を配布し，本年度より児童全員が１人１台の

端末を使用すること，そして，その第一段階として自分のIDと

パスワードを正確に入力し，ログインできるようになる必要が

あることを伝えた（資料①：本稿末尾に掲載）。また，これと併

行して各学年ではパスワードは「家に入るための鍵と同様のも

のであること」，「人には絶対に教えてはいけない」等，情報リテ

ラシーに関する指導を学級担任に重点的に行ってもらうことで，

児童がクロームブックと正しく向き合うための土台作りを進め

た。 

２）IDカードの作成 

 家庭からのあたたかい協力もあり，児童全員が自分のパスワ

ードを設定できたことで５月以降は多くの学年が実際にクロー

ムブックを使用してみる段階に進むことができた。しかし，ここ

でやはり問題となったのがクロームブックへのログインは児童

にとって非常に難易度が高いということであった。安全性への

配慮から大文字・小文字，数字を含んだパスワードは複雑であり，

児童が正しく記憶しておくのは困難であった。また，アルファベ

ットを学習していない低学年児童においては教員が指示する内

容も上手く伝わらないという状況であった。教員からはクロー

ムブックを児童と共に使用してみたいが，ログインができない

ため作業が前に進まない。児童に必要な情報を記載したIDカー

ドを配布してはどうかといった意見が筆者に寄せられるように

なった。IDカードを配布することは児童のスムーズなログイン

を可能にする一方で，情報リテラシーの観点からは危惧される

側面もあった。しかし，当時の状況としては「IDカードを配布

する」，あるいは「全児童のパスワードを統一する」かのどちら

かを選択するしかなく，本校においては前者の方向で検討を進

め，ICT担当である筆者を中心としてIDカードの作成にとりか

かった。 
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図２．河東小IDカード 

 

３）端末破損への対策 

 IDカードによってスムーズなログインが可能になったことで，

児童らは教員指導のもと授業のなかでクロームブックを活用す

る段階へと進んでいった。クロームブックの導入当初より，多く

の学年ですぐに活用可能な検索機能とカメラ機能が調べ学習や

観察学習に用いられ，河東小校内にはクロームブックを抱えて

教室移動をする児童の姿が多く見られるようになった。また，ク

ロームブックに対する児童の期待度は高く，理科や社会科の授

業ではこれまで以上に意欲的に学習に取り組む児童の様子が大

変印象的であったことを記憶している。 

一方，クロームブックの活用が校内で試みられていくのと同

時に端末の破損報告が筆者のもとに届くようになってきていた。

端末の破損は多くの場合，児童が教室移動の際に誤ってぶつけ

たり，落下させてしまったりすることが原因であり，端末を保護

できるケースを急ぎ調達する必要があった。保護ケースの購入

にあたり，職員会議にて事情を説明し，保護ケースを全校児童に

配布するということで合意を得て，至急業者を手配した。保護ケ

ースが無事配布されたことで，児童が教室移動の際に端末を破

損してしまうリスクが軽減され，教員にとってもクロームブッ

クを活用しやすい環境となった。 

（２）支援ソフトウェアの導入 

 2021 年度に河東小で導入・試行されたソフトウェアやアプリ

ケーション類は大きく以下の３点であった。１点目はGoogleが
提供する「Google Classroom」。２点目はSky株式会社が提供

する授業支援ソフトウェア「スカイメニュークラウド」。３点目

は東京書籍が提供する学習支援ソフトウェア「タブレットドリ

ル」である。本校ではGoogle Classroomが2021年４月に導入

され，スカイメニューとタブレットドリルについては５月から

の導入となった。 

１）Google Classroom 

 本アプリケーションは学級全体での情報共有はもちろん，欠

席児童への課題配布，Google Meet との連携によるビデオ会議

等，新型コロナへの対応策としても有効であったため，河東小で

は2021年度から2023年度にかけてGoogle Classroom が授業

内外を問わず幅広く活用された。Google Classroomの運用にあ

たっては，まずは学級ごとのClassroomの開設が必要であった。

職員会議にて本アプリの意義と概要を説明した後，Classroom
の作成方法や使用例，児童の招待方法等を記載したマニュアル

を学級担任に配布した。また，必要に応じて筆者が学級担任への

助言を行いながら各学級のClassroomを開設し，運用にむけて

の準備を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．筆者が担任した３年２組のClassroom 

 

 Classroomでは教師は「Googleフォーム」によって作成した

アンケートや自動採点機能をもつ小テストなどを実施すること

ができた。また，児童は教師から与えられた課題を Classroom
内で提出することができるなど，従来は紙媒体で行われていた

やりとりをタブレット上で完結させることが可能になった。ま

た，長期欠席児童への家庭連絡はClassroomのビデオ会議機能

を用いることで感染症対策を意識しながらも，教師と児童が綿

密に情報共有を行える環境を構築することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．欠席児童への連絡の様子 

 

２）スカイメニュークラウドとタブレットドリル 

 2021年５月末頃，市教委よりGIGAスクールの環境整備の一

環として授業支援ソフトウェア「スカイメニュークラウド」と学

習支援ソフトウェア「タブレットドリル」が導入された。 

 スカイメニューの特徴としては第一に，教材の作成や配布，添

削といった作業が一連の流れで行える「発表ノート」機能が挙げ

られる。発表ノートは教材の作成や提示など教師の授業づくり

に貢献するとともに，児童は日々の学習内容を学びの足跡とし

て各自の発表ノートに記録し，蓄積していくことが可能だった。

また，各自の発表ノートは学級・学年を超えて幅広く共有可能で

あり，児童一人ひとりの学びが河東小全体へと共有されること

で，学びの深化をもたらした。 
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図５．スカイメニューの「発表ノート」機能 

 

第二に，教員がインターネット上から児童の端末状況を確認

するための監督機能である。GIGA スクールの開始当初は，フ

ィルタリング機能が不完全な状態にあり，児童が学習教材を閲

覧する際に過度な制限を受けてしまったり，一方ではフィルタ

リングの制限を受けないブラウザから学習とは関係のない情報

を閲覧できてしまったりするなど，インターネット環境にいく

つかの課題があった。そのため，授業中に教師は児童の端末状況

をこまめに確認しなければならず，必要に応じて端末の画面ロ

ックを行うことができるスカイメニューの監督機能は児童用端

末を活用していくにあたって重要な役割を果たした。 

次に学習支援ソフトウェアとして導入されたタブレットドリ

ルは，学年の切り替えや学習内容の選択を児童が自由に行いな

がら取り組めるという利点を活かし，主に朝学習や授業中の待

機時間等での自主学習に用いられた。本教材は教師が教員用端

末から「タブレットドリルmanager」を通して，児童の学習状

況を確認することができ，正答率が低く児童が苦手としている

単元を把握するための一助となった。また，付属のプリント作成

機能を用いることで日々の課題作成も可能であり，児童の到達

度に合わせた任意の課題を手軽に自作できるなど，教師の業務

改善にもつながった。 

（３）2021年度の総括 
GIGAスクール元年となった2021年度は「１人１台端末」や

ネットワーク環境の整備など，教育環境が大きく変容を見せた

年であった。本節のまとめとしてGIGAスクール１年目の成果

と課題を以下に整理する。 
主な成果としては学校全体での体系立った取り組みではなか

ったものの，高学年部では理科や社会科などの教科でクローム

ブックが積極的に活用されたこと。低学年部では児童の多くが

IDやパスワードを正しく入力し，スムーズなログインが行える

ようになったことが挙げられる。また，１・２年生児童はローマ

字が未習であったため，文字入力には手書き入力や音声入力の

機能を活用するなど，各学年に応じた指導を行うことができた。

職員研修としては，「スカイメニューを軸とした授業作り」と題

し，ICT 支援員を招聘して年二回の研修を実施することで，教

員のICT活用能力の向上にも取り組むことができた。 
その一方で，GIGA スクールに必要な環境面の整備に関して

は予算の関係上，河東小では十分に進めることができなかった。

本校では，クロームブックの破損を防ぐために保護ケースを全

児童に購入したが，画面の保護フィルムやタッチペン等，その他

のアクセサリー類については各学年の裁量にゆだねざるを得な

かった。また，例年実施されていた市内のICT担当者会議が新

型コロナの影響で取り止めとなったことで，各校のGIGAスク

ールの推進状況が把握しづらかったことも課題であった。筆者

においては，市の施設整備課や近隣校のICT担当者と情報を共

有しながら取り組みを進めたものの，結果的に市内各校の進捗

には若干の格差があったようである。 
 

２．2022年度の取り組み 
（１）校内行事のオンライン化 

 GIGAスクール２年目となった2022年度は感染症対策の緩和

もあり，昨年度まで取り止めとなっていた各種校内行事がオン

ライン化，あるいはオンラインと対面のハイブリッドという形

式で実施された。河東小では始業式や終業式などの儀式的行事

をはじめ，毎月の全校集会や新入生歓迎会，６年生をおくる会な

どの校内行事が昨年度導入された Google Classroom を活用し

て実施された。 

１）全校集会 

 河東小では毎月一度，全学年の児童が集合して全校集会を行

っていた。従来は天候に応じて体育館か運動場を使用していた

が，本校は在籍児童の規模が比較的大きいことから2022年度に

ついてはICT機器を活用したオンラインでの実施が検討された。

オンライン化にあたり，まずは配信を行うためのスタジオを設

定する必要があったため，校内で比較的 Wi-Fi 環境が優れた空

き教室を全校集会のスタジオとして使用することにした。第１

回目の集会ではスタジオ側の機材トラブルや各教室の

Classroom の設定ミスにより，映像が上手く流れない等のトラ

ブルが発生したものの，試行錯誤を重ねながら取り組みを進め

るなかで教員のICT機器に対する理解が深まり，当初の課題は

徐々に改善されていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図６．オンライン全校集会の様子 

GIGA スクール構想以降の学校現場における ICT 教育 

 -33- 

 全校集会では校長からの訓話に加えて児童の表彰式も併せて

行われた。受賞児童たちはいつも以上に緊張した面持ちでカメ

ラの前に登壇して校長からの表彰を受けるなど，オンライン特

有の雰囲気が感じられた場面であった。また，各教室から大型モ

ニターを通して集会に参加している児童たちの様子も対面時と

変わらず真剣なものであり，オンライン形式での集会活動に十

分な意義を見出すことができた。 

２）６年生をおくる会 

 河東小では例年２月に６年生をおくる会を実施していたが，

コロナ禍以降は会の実施を見送っていた。昨年度までと同様に

事前に収録した映像を各学年からの出し物とし，各学級でそれ

らを視聴するという案もあったが，感染症対策が緩和されたこ

ともあり，本年度は対面とオンラインを組み合わせたハイブリ

ッド形式での実施を試みることになった。会の企画にあたって

は５年生児童が中心となり，それぞれの役割ごとに準備を進め

た。 

６年生をおくる会当日は，校内のオープンスペースを会場と

して司会者の合図とともに６年生児童が入場してくる様子をク

ロームブックで生中継した。他の学年の児童は自分たちの出番

が来るまで各教室で待機しながら大型モニターで各学年の出し

物を視聴した。６年生をおくる会を実施するまでに始業式や全

校集会などのオンライン化に取り組んできたこともあり，会の

当日はトラブルの発生にも冷静に対処でき，無事に６年生への

感謝の思いを届けることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７．6年生をおくる会の様子 

 

（２）プログラミング教育と年間指導計画 

１）年間指導計画の作成 

 コロナ禍以降は取り止めとなっていた市内のICT担当者会議
が2022年度より再会されることとなった。GIGAスクール１年

目は，各校の動向を十分に把握することができず，進捗状況に格

差が生まれるという課題があったものの，本年度から再開され

た担当者会議によってGIGAスクール２年目以降における推進

計画のすり合わせが図られた。とりわけ，新学習指導要領にて必

修化されたプログラミング教育をどのように進めていくのかと

いう点が2022年度の焦点となった。 

 プログラミング教育は小学校では2020年度より，中学校では

2021 年度より必修化されたが，どの学年でどのような内容を学

習するのかといったことは具体的には明記されていない。その

ため，プログラミング教育の実践内容については小・中学校が

各々で検討していくことが求められた。小学校段階においては，

プログラミング技能そのものよりも「プログラミング的思考」の

育成が目指されているのに対し，中学校段階では実際にプログ

ラミング技術を活用しながら問題解決を行うことが目標とされ

ている。これらを踏まえ，担当者会議においては小学校から中学

校への接続を意識し，小学校では主に以下の２点を重点とした。

１点目はプログラミング教材を各学年の学習活動に適宜取り入

れていくことで，プログラミング活動の素地となる思考力を育

成すること。２点目は中学校でのプログラミング学習において

必要となるタイピングスキルを児童に身に付けさせることであ

る。 

なお，協議の結果，「令和４年度 山崎東中学校区 プログラミ

ング教育年間指導計画」が小学校ならびに中学校におけるプロ

グラミング教育の指針として打ち出された（資料②：本稿末尾に

掲載）。小学校ではプログラミング教材として「ビスケット

（viscuit）」と「スクラッチ（scratch）」を各教科の学習に取り

入れていくことが意識された。また，タイピングスキルとしては

小学校６年生時点で毎分 50 字以上の打ち込みを目標値とした。

一方，中学校では技術科の学習を中心として，２年生では生徒同

士での文字交換や画像交換といった双方向性をもつ情報通信ネ

ットワークの利用に取り組むこと。３年生では高等学校への接

続を見据えた計測・制御のプログラミングに取り組むこととし

た。 

２）プログラミング教育の実践 

 年間指導計画が作成されたことで各学年において使用するプ

ログラミング教材やそれらを取り入れるべき教科・単元が明確

となり，河東小においても筆者らを中心にプログラミング教育

の実践に取り組んでいった。令和４年度，筆者は２年生を担任し

ていたため，国語科「スイミー」の学習とプログラミング教材「ビ

スケット」を組み合わせた実践を行った。なお，これは上記の年

間指導計画における「C分類：基本操作，慣れ親しむ時間」に該

当するものである。 

 本実践は「スイミー」での学習を終えた後，スイミーとその仲

間たちの後日談を想像し，その内容を「ビスケット」を使って絵

や文章で表現するというものである。なお，学習のめあては「物

語の続きを考えて，絵や文で紹介しよう」に設定した。児童から

は「マグロを追い出した後にウナギやクラゲもスイミーたちの

仲間になりました」や「スイミーは海で出会った仲間たちと一緒

に冒険へ出かけました」など，「スイミー」の物語のその後を描

いた個性豊かな作品が生み出された。また，児童らは本実践をき

っかけとして，休み時間には自らビスケットを使ったプログラ

ミング学習に取り組むようになった。児童が授業内外を問わず

日常的にプログラミングに親しむようになったことで，アニメ

ーションを作る技能もその後大きく成長を見せるなど，プログ

ラミング教育の可能性を感じさせられる取り組みとなった。 

 

『教育科学論集』 第 28 号　2025 年 3 月

－ 34 －



『教育科学論集』第 28 号 2025 年 3 月 
 

 -32- 

 

 

 

 

 

 

 

図５．スカイメニューの「発表ノート」機能 

 

第二に，教員がインターネット上から児童の端末状況を確認

するための監督機能である。GIGA スクールの開始当初は，フ

ィルタリング機能が不完全な状態にあり，児童が学習教材を閲

覧する際に過度な制限を受けてしまったり，一方ではフィルタ

リングの制限を受けないブラウザから学習とは関係のない情報

を閲覧できてしまったりするなど，インターネット環境にいく

つかの課題があった。そのため，授業中に教師は児童の端末状況

をこまめに確認しなければならず，必要に応じて端末の画面ロ

ックを行うことができるスカイメニューの監督機能は児童用端

末を活用していくにあたって重要な役割を果たした。 

次に学習支援ソフトウェアとして導入されたタブレットドリ

ルは，学年の切り替えや学習内容の選択を児童が自由に行いな

がら取り組めるという利点を活かし，主に朝学習や授業中の待

機時間等での自主学習に用いられた。本教材は教師が教員用端

末から「タブレットドリルmanager」を通して，児童の学習状

況を確認することができ，正答率が低く児童が苦手としている

単元を把握するための一助となった。また，付属のプリント作成

機能を用いることで日々の課題作成も可能であり，児童の到達

度に合わせた任意の課題を手軽に自作できるなど，教師の業務

改善にもつながった。 

（３）2021年度の総括 
GIGAスクール元年となった2021年度は「１人１台端末」や

ネットワーク環境の整備など，教育環境が大きく変容を見せた

年であった。本節のまとめとしてGIGAスクール１年目の成果

と課題を以下に整理する。 
主な成果としては学校全体での体系立った取り組みではなか

ったものの，高学年部では理科や社会科などの教科でクローム

ブックが積極的に活用されたこと。低学年部では児童の多くが

IDやパスワードを正しく入力し，スムーズなログインが行える

ようになったことが挙げられる。また，１・２年生児童はローマ

字が未習であったため，文字入力には手書き入力や音声入力の

機能を活用するなど，各学年に応じた指導を行うことができた。

職員研修としては，「スカイメニューを軸とした授業作り」と題

し，ICT 支援員を招聘して年二回の研修を実施することで，教

員のICT活用能力の向上にも取り組むことができた。 
その一方で，GIGA スクールに必要な環境面の整備に関して

は予算の関係上，河東小では十分に進めることができなかった。

本校では，クロームブックの破損を防ぐために保護ケースを全

児童に購入したが，画面の保護フィルムやタッチペン等，その他

のアクセサリー類については各学年の裁量にゆだねざるを得な

かった。また，例年実施されていた市内のICT担当者会議が新

型コロナの影響で取り止めとなったことで，各校のGIGAスク

ールの推進状況が把握しづらかったことも課題であった。筆者

においては，市の施設整備課や近隣校のICT担当者と情報を共

有しながら取り組みを進めたものの，結果的に市内各校の進捗

には若干の格差があったようである。 
 

２．2022年度の取り組み 
（１）校内行事のオンライン化 

 GIGAスクール２年目となった2022年度は感染症対策の緩和

もあり，昨年度まで取り止めとなっていた各種校内行事がオン

ライン化，あるいはオンラインと対面のハイブリッドという形

式で実施された。河東小では始業式や終業式などの儀式的行事

をはじめ，毎月の全校集会や新入生歓迎会，６年生をおくる会な

どの校内行事が昨年度導入された Google Classroom を活用し

て実施された。 

１）全校集会 

 河東小では毎月一度，全学年の児童が集合して全校集会を行

っていた。従来は天候に応じて体育館か運動場を使用していた

が，本校は在籍児童の規模が比較的大きいことから2022年度に

ついてはICT機器を活用したオンラインでの実施が検討された。

オンライン化にあたり，まずは配信を行うためのスタジオを設

定する必要があったため，校内で比較的 Wi-Fi 環境が優れた空

き教室を全校集会のスタジオとして使用することにした。第１

回目の集会ではスタジオ側の機材トラブルや各教室の

Classroom の設定ミスにより，映像が上手く流れない等のトラ

ブルが発生したものの，試行錯誤を重ねながら取り組みを進め

るなかで教員のICT機器に対する理解が深まり，当初の課題は

徐々に改善されていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図６．オンライン全校集会の様子 
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 全校集会では校長からの訓話に加えて児童の表彰式も併せて

行われた。受賞児童たちはいつも以上に緊張した面持ちでカメ

ラの前に登壇して校長からの表彰を受けるなど，オンライン特

有の雰囲気が感じられた場面であった。また，各教室から大型モ

ニターを通して集会に参加している児童たちの様子も対面時と

変わらず真剣なものであり，オンライン形式での集会活動に十

分な意義を見出すことができた。 

２）６年生をおくる会 

 河東小では例年２月に６年生をおくる会を実施していたが，

コロナ禍以降は会の実施を見送っていた。昨年度までと同様に

事前に収録した映像を各学年からの出し物とし，各学級でそれ

らを視聴するという案もあったが，感染症対策が緩和されたこ

ともあり，本年度は対面とオンラインを組み合わせたハイブリ

ッド形式での実施を試みることになった。会の企画にあたって

は５年生児童が中心となり，それぞれの役割ごとに準備を進め

た。 

６年生をおくる会当日は，校内のオープンスペースを会場と

して司会者の合図とともに６年生児童が入場してくる様子をク

ロームブックで生中継した。他の学年の児童は自分たちの出番

が来るまで各教室で待機しながら大型モニターで各学年の出し

物を視聴した。６年生をおくる会を実施するまでに始業式や全

校集会などのオンライン化に取り組んできたこともあり，会の

当日はトラブルの発生にも冷静に対処でき，無事に６年生への

感謝の思いを届けることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７．6年生をおくる会の様子 

 

（２）プログラミング教育と年間指導計画 

１）年間指導計画の作成 

 コロナ禍以降は取り止めとなっていた市内のICT担当者会議
が2022年度より再会されることとなった。GIGAスクール１年

目は，各校の動向を十分に把握することができず，進捗状況に格

差が生まれるという課題があったものの，本年度から再開され

た担当者会議によってGIGAスクール２年目以降における推進

計画のすり合わせが図られた。とりわけ，新学習指導要領にて必

修化されたプログラミング教育をどのように進めていくのかと

いう点が2022年度の焦点となった。 

 プログラミング教育は小学校では2020年度より，中学校では

2021 年度より必修化されたが，どの学年でどのような内容を学

習するのかといったことは具体的には明記されていない。その

ため，プログラミング教育の実践内容については小・中学校が

各々で検討していくことが求められた。小学校段階においては，

プログラミング技能そのものよりも「プログラミング的思考」の

育成が目指されているのに対し，中学校段階では実際にプログ

ラミング技術を活用しながら問題解決を行うことが目標とされ

ている。これらを踏まえ，担当者会議においては小学校から中学

校への接続を意識し，小学校では主に以下の２点を重点とした。

１点目はプログラミング教材を各学年の学習活動に適宜取り入

れていくことで，プログラミング活動の素地となる思考力を育

成すること。２点目は中学校でのプログラミング学習において

必要となるタイピングスキルを児童に身に付けさせることであ

る。 

なお，協議の結果，「令和４年度 山崎東中学校区 プログラミ

ング教育年間指導計画」が小学校ならびに中学校におけるプロ

グラミング教育の指針として打ち出された（資料②：本稿末尾に

掲載）。小学校ではプログラミング教材として「ビスケット

（viscuit）」と「スクラッチ（scratch）」を各教科の学習に取り

入れていくことが意識された。また，タイピングスキルとしては

小学校６年生時点で毎分 50 字以上の打ち込みを目標値とした。

一方，中学校では技術科の学習を中心として，２年生では生徒同

士での文字交換や画像交換といった双方向性をもつ情報通信ネ

ットワークの利用に取り組むこと。３年生では高等学校への接

続を見据えた計測・制御のプログラミングに取り組むこととし

た。 

２）プログラミング教育の実践 

 年間指導計画が作成されたことで各学年において使用するプ

ログラミング教材やそれらを取り入れるべき教科・単元が明確

となり，河東小においても筆者らを中心にプログラミング教育

の実践に取り組んでいった。令和４年度，筆者は２年生を担任し

ていたため，国語科「スイミー」の学習とプログラミング教材「ビ

スケット」を組み合わせた実践を行った。なお，これは上記の年

間指導計画における「C分類：基本操作，慣れ親しむ時間」に該

当するものである。 

 本実践は「スイミー」での学習を終えた後，スイミーとその仲

間たちの後日談を想像し，その内容を「ビスケット」を使って絵

や文章で表現するというものである。なお，学習のめあては「物

語の続きを考えて，絵や文で紹介しよう」に設定した。児童から

は「マグロを追い出した後にウナギやクラゲもスイミーたちの

仲間になりました」や「スイミーは海で出会った仲間たちと一緒

に冒険へ出かけました」など，「スイミー」の物語のその後を描

いた個性豊かな作品が生み出された。また，児童らは本実践をき

っかけとして，休み時間には自らビスケットを使ったプログラ

ミング学習に取り組むようになった。児童が授業内外を問わず

日常的にプログラミングに親しむようになったことで，アニメ

ーションを作る技能もその後大きく成長を見せるなど，プログ

ラミング教育の可能性を感じさせられる取り組みとなった。 
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図８．児童がビスケットで作成したアニメーション 

 

（３）2022年度の総括 

 2022 年度は感染症対策の緩和に加え，昨年度の取り組みを経

て教員のICT活用能力が向上したことで，校内行事のオンライ

ン化や対面とオンラインのハイブリッド等，多様な形態で ICT
機器が活用された。GIGAスクール１年目ではICT機器は主に

授業での学習活動に限定して用いられる傾向が強かったが，

GIGA スクール２年目においては，全校集会や６年生をおくる

会など，授業以外の場にも活用の幅が拡張された。また，児童ら

にとってもタブレット端末が鉛筆やノートと同様の身近な学習

ツールとして位置付いてきたように感じられた。河東小におい

ては主にクロームブックと Google Classroom を組み合わせる

ことで，校内行事のオンライン化が図られたが，今後もICT機
器とソフトウェアの多様な組み合わせによって，オンライン活

動の質向上がより一層期待できると思われる。また，本年度から

プログラミング教育の年間指導計画が作成されたことで，教員

が各学年における具体的な学習内容を把握しやすくなった。本

校では「プログラミング的思考」を育むための教材として「ビス

ケット」や「スクラッチ」が積極的に活用されるなど，プログラ

ミング教育に関して小学校から中学校への接続がこれまで以上

に意識されるようになったことは2022年度の成果であった。 
 その一方で，クロームブックの持ち帰り学習については昨年

度に引き続き，十分には取り組むことができなかった。コロナの

罹患に伴う長期欠席児童が個別に端末を持ち帰ることは本校で

も行っていたが，夏休みや冬休みなどの長期休業期間における

全校一斉での持ち帰り学習については本年度も見送られた。端

末の持ち帰りに本校が消極的であった背景にはクロームブック

の重量が児童にとって登下校の負担になってしまうことや，家

庭で取り組めるデジタル教材が当時はタブレットドリルのみと

限定的であり，家庭学習にクロームブックを活用する意義を十

分に感じられていない教員が多かったことがある。 
 よって，本校では長期休業中のクロームブックの持ち帰りに

ついては各学年の判断に委ねていたが，筆者が担任する２年生

においては夏休み中に端末を持ち帰り，家庭学習に取り組んで

みることにした。児童に課した課題は大きく２つで，１点目がタ

ブレットドリルによるドリル学習，２点目がスカイメニューの

発表ノートを用いて読書記録を行うというものである。家庭学

習に対する筆者の所感としては，児童に課される課題の内容が

タブレット端末だからこそ取り組める課題であるかどうかが児

童の学習意欲に大きく関わるということである。タブレットド

リルをはじめとするドリル教材は朝学習の時間など，限られた

時間に効率良く学習に取り組める一方で，学習内容については

日々の課題と大きくは変わらない。そのため，端末を持ち帰って

までドリル学習に取り組む必要があるのかという点に関しては

教員だけでなく，児童からも疑問の声が上がっていた。したがっ

て，今後は日々の課題の代替物としてデジタル教材に取り組む

という方向性に加え，写真や動画による記録，スライドの作成と

いったタブレット端末だからこそ可能な学習課題を教員の側が

積極的に考案していくことが必要になると思われる。 
 

３．2023年度の取り組み 
（１）ロイロノートの導入と活用 

 GIGAスクール３年目となる2023年度は授業支援ソフトやフ

ィルタリングソフトの大幅な更新が行われた。昨年度まで運用

されてきたスカイメニュークラウドは廃止され，新たにロイロ

ノート・スクールが導入された。また，ロイロノートの導入に伴

って児童用端末のインターネット閲覧を制限するフィルタリン

グ機能についても従来のシステムから「ロイロWebフィルタ」

へと移行が為された。 
「ロイロWebフィルタ」の導入による効果は大きく，過度な

フィルタリングによって授業中の教材閲覧（You tubeでの動画

視聴など）に支障が出てしまうといった昨年度までの課題が改

善された。また，従来はICT担当が担っていた閲覧制限の切り

替え作業(フィルタリングのオン・オフなど)が不要になるなど，

教員の業務改善にも貢献した。そこで本節では，2023 年度に新

たに整備されたICT環境下での取り組みから主に授業実践に関

する事例を取り上げて報告する。 
１）５年生での取り組み 
①教科：国語科／単元：「資料を用いた文章の効果を考え， 
それをいかして書こう」／教材：「自然環境を守るために」 

 本単元では第一教材として「固有種が教えてくれること」，第

二教材として「自然環境を守るために」を扱った。前者の教材で

は「自分の意見を説得的に論じるための工夫」について学び，後

者の教材では「グラフや表を効果的に用いて自分の考えを文章

化する」ことに取り組んだ。本稿では後者の教材「自然環境を守

るために」の学習においてロイロノートが活用された場面を紹

介する。 
本学習の指導にあたっては第一教材「固有種が教えてくれる

こと」で学習した「資料を効果的に用いた説得力のある意見の論

じ方」を活かすとともに，自然環境に対する見方・考え方を広げ，

友だちの意見を参照しながら考えを深めていくことを目指した。

学習活動は①環境問題に関する資料を本やインターネットで収

集し，自然を守るために自分がすべきだと思う取り組みを考え

る。②自分の考えを説明するために必要な資料を選ぶ。③自分の

考えを文章化するとともに表やグラフを用いて発表資料を作成
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する，という流れで進めた。 
 発表資料の作成においては「自分の考えに合った資料が選ば

れているか」，「資料と文章とが対応しているか」，「資料から分か

ることと，自分の考えとが区別されているか」の３点を重点とし

て指導を進めた。また，ロイロノートの操作方法については教員

が適宜助言を与えることで，児童がスムーズに発表資料の作成

に取り組めるよう工夫した。児童たちは「この資料は必要なもの

か」，「この資料が無かったらどうなるか」等，友だちと意見を交

わしながら資料の効果を多角的に検討し，学びを深めていった。 
最後に本学習の末尾にあたる発表活動では，児童がロイロノ

ートで作成した資料を提示しながら自然環境を守るために自分

がすべきだと考える取り組みを紹介した。発表にあたってはグ

ラフや表などの統計データを用いて根拠を示すなど，これまで

の学習で培った学びを活そうとする児童の姿が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図９．タブレットを使って発表を行う児童 

 
②教科：社会科／単元：「工業生産とわたしたちのくらし」 
 本単元では日本における各種の工業生産や工業地域の分布，

また工業生産に従事している人々の工夫と努力について知るた

め，地図や各種資料を活用して調査を行った。また，発展的学習

として児童一人ひとりに自分がさらに詳しく調べたいと思う工

業分野を選択させ，調べ学習を行った。各自が調査して分かった

ことについてはロイロノートを用いて整理し，学習のまとめと

して報告会を行った。 
 発展的学習はおよそ以下の流れで進めた。①ロイロノートに

よる学習の進め方を全体で確認し，自分が詳しく調べる工業分

野を一つ決める。②自分が決めた工業分野について本やインタ

ーネットを用いて情報を集め，ロイロノートで発表資料を作成

する。③ロイロノートや大型モニターを活用し，調査をして分か

ったことを報告会で発表する。 
 本実践では調べ学習から報告会までの活動にロイロノートを

取り入れたことで，児童一人ひとりの学びが個別に蓄積されて

いった。そのため，「どのようなことに関心を持ったのか」，「ど

のような流れで調査を進めたのか」等，児童が自身の学びの足跡

をいつでも振り返ることができた。報告会での各自の発表も「自

分が何故そのような結論に至ったのか」ということが明確にな

っていたことで，説得力のある説明を行うことができた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図10．児童がロイロノートで作成した発表資料 

 
２）６年生での取り組み 
教科：国語科／教材：「漢字を正しく使えるように」 
 本稿で最後に取り上げる事例は，ICT 担当者会議への実践提

案を兼ねた校内研究として取り組まれた授業である。本学習の

教材「漢字を正しく使えるように」は，４年生「まちがえやすい

漢字」，５年生「同じ読み方の漢字」などの既習事項を踏まえた

発展的学習に位置付くものであり，文や文章のなかで適切に漢

字を扱うことに関する小学校段階での最終教材となる。GIGA
スクールの開始以降，１人１台端末が整備されたことで児童は

タブレットのキーボードを用いて容易に文字の入力や変換を行

えるようになった。また，ICT 機器の普及に伴って学校での書

字指導のあり方には徐々に変容が見られるようになってきてい

る。しかし，ここで留意すべきはタブレット端末による文字入力

を行う際，児童の目の前には常にAIの予測に基づいた同音異字

や同訓異字，同音異義といった多様な語句が提示されるという

ことである。したがって，書字活動にタブレット端末を用いるこ

とは書字に伴う困難を一部乗り越え可能にはするものの，AIが
提示する様々な選択肢から適切な漢字や語句を選択するという

行為には依然として児童の国語能力が求められるのである。 
 本学習に取り組んだ６年生児童らはこれまでの学習を通して，

漢字を使う際には同音異義語や同訓異字の存在に注意する必要

があることを既に理解している。しかしながら，授業のなかでノ

ートやワークシートに自分の意見を書き込む活動を行ってみる

と，「児童」を「自動」と表記したり，「多い」を「大い」と表記

したりするなど，適切に漢字を扱えていないという課題が見受

けられた。また，文章のなかに難しい表現が使われていると学習

に向き合えなくなるなど，文章読解に苦手意識を抱いている児
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図８．児童がビスケットで作成したアニメーション 

 

（３）2022年度の総括 

 2022 年度は感染症対策の緩和に加え，昨年度の取り組みを経

て教員のICT活用能力が向上したことで，校内行事のオンライ

ン化や対面とオンラインのハイブリッド等，多様な形態で ICT
機器が活用された。GIGAスクール１年目ではICT機器は主に

授業での学習活動に限定して用いられる傾向が強かったが，

GIGA スクール２年目においては，全校集会や６年生をおくる

会など，授業以外の場にも活用の幅が拡張された。また，児童ら

にとってもタブレット端末が鉛筆やノートと同様の身近な学習

ツールとして位置付いてきたように感じられた。河東小におい

ては主にクロームブックと Google Classroom を組み合わせる

ことで，校内行事のオンライン化が図られたが，今後もICT機
器とソフトウェアの多様な組み合わせによって，オンライン活

動の質向上がより一層期待できると思われる。また，本年度から

プログラミング教育の年間指導計画が作成されたことで，教員

が各学年における具体的な学習内容を把握しやすくなった。本

校では「プログラミング的思考」を育むための教材として「ビス

ケット」や「スクラッチ」が積極的に活用されるなど，プログラ

ミング教育に関して小学校から中学校への接続がこれまで以上

に意識されるようになったことは2022年度の成果であった。 
 その一方で，クロームブックの持ち帰り学習については昨年

度に引き続き，十分には取り組むことができなかった。コロナの

罹患に伴う長期欠席児童が個別に端末を持ち帰ることは本校で

も行っていたが，夏休みや冬休みなどの長期休業期間における

全校一斉での持ち帰り学習については本年度も見送られた。端

末の持ち帰りに本校が消極的であった背景にはクロームブック

の重量が児童にとって登下校の負担になってしまうことや，家

庭で取り組めるデジタル教材が当時はタブレットドリルのみと

限定的であり，家庭学習にクロームブックを活用する意義を十

分に感じられていない教員が多かったことがある。 
 よって，本校では長期休業中のクロームブックの持ち帰りに

ついては各学年の判断に委ねていたが，筆者が担任する２年生

においては夏休み中に端末を持ち帰り，家庭学習に取り組んで

みることにした。児童に課した課題は大きく２つで，１点目がタ

ブレットドリルによるドリル学習，２点目がスカイメニューの

発表ノートを用いて読書記録を行うというものである。家庭学

習に対する筆者の所感としては，児童に課される課題の内容が

タブレット端末だからこそ取り組める課題であるかどうかが児

童の学習意欲に大きく関わるということである。タブレットド

リルをはじめとするドリル教材は朝学習の時間など，限られた

時間に効率良く学習に取り組める一方で，学習内容については

日々の課題と大きくは変わらない。そのため，端末を持ち帰って

までドリル学習に取り組む必要があるのかという点に関しては

教員だけでなく，児童からも疑問の声が上がっていた。したがっ

て，今後は日々の課題の代替物としてデジタル教材に取り組む

という方向性に加え，写真や動画による記録，スライドの作成と

いったタブレット端末だからこそ可能な学習課題を教員の側が

積極的に考案していくことが必要になると思われる。 
 

３．2023年度の取り組み 
（１）ロイロノートの導入と活用 

 GIGAスクール３年目となる2023年度は授業支援ソフトやフ

ィルタリングソフトの大幅な更新が行われた。昨年度まで運用

されてきたスカイメニュークラウドは廃止され，新たにロイロ

ノート・スクールが導入された。また，ロイロノートの導入に伴

って児童用端末のインターネット閲覧を制限するフィルタリン

グ機能についても従来のシステムから「ロイロWebフィルタ」

へと移行が為された。 
「ロイロWebフィルタ」の導入による効果は大きく，過度な

フィルタリングによって授業中の教材閲覧（You tubeでの動画

視聴など）に支障が出てしまうといった昨年度までの課題が改

善された。また，従来はICT担当が担っていた閲覧制限の切り

替え作業(フィルタリングのオン・オフなど)が不要になるなど，

教員の業務改善にも貢献した。そこで本節では，2023 年度に新

たに整備されたICT環境下での取り組みから主に授業実践に関

する事例を取り上げて報告する。 
１）５年生での取り組み 
①教科：国語科／単元：「資料を用いた文章の効果を考え， 
それをいかして書こう」／教材：「自然環境を守るために」 

 本単元では第一教材として「固有種が教えてくれること」，第

二教材として「自然環境を守るために」を扱った。前者の教材で

は「自分の意見を説得的に論じるための工夫」について学び，後

者の教材では「グラフや表を効果的に用いて自分の考えを文章

化する」ことに取り組んだ。本稿では後者の教材「自然環境を守

るために」の学習においてロイロノートが活用された場面を紹

介する。 
本学習の指導にあたっては第一教材「固有種が教えてくれる

こと」で学習した「資料を効果的に用いた説得力のある意見の論

じ方」を活かすとともに，自然環境に対する見方・考え方を広げ，

友だちの意見を参照しながら考えを深めていくことを目指した。

学習活動は①環境問題に関する資料を本やインターネットで収

集し，自然を守るために自分がすべきだと思う取り組みを考え

る。②自分の考えを説明するために必要な資料を選ぶ。③自分の

考えを文章化するとともに表やグラフを用いて発表資料を作成
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する，という流れで進めた。 
 発表資料の作成においては「自分の考えに合った資料が選ば

れているか」，「資料と文章とが対応しているか」，「資料から分か

ることと，自分の考えとが区別されているか」の３点を重点とし

て指導を進めた。また，ロイロノートの操作方法については教員

が適宜助言を与えることで，児童がスムーズに発表資料の作成

に取り組めるよう工夫した。児童たちは「この資料は必要なもの

か」，「この資料が無かったらどうなるか」等，友だちと意見を交

わしながら資料の効果を多角的に検討し，学びを深めていった。 
最後に本学習の末尾にあたる発表活動では，児童がロイロノ

ートで作成した資料を提示しながら自然環境を守るために自分

がすべきだと考える取り組みを紹介した。発表にあたってはグ

ラフや表などの統計データを用いて根拠を示すなど，これまで

の学習で培った学びを活そうとする児童の姿が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図９．タブレットを使って発表を行う児童 

 
②教科：社会科／単元：「工業生産とわたしたちのくらし」 
 本単元では日本における各種の工業生産や工業地域の分布，

また工業生産に従事している人々の工夫と努力について知るた

め，地図や各種資料を活用して調査を行った。また，発展的学習

として児童一人ひとりに自分がさらに詳しく調べたいと思う工

業分野を選択させ，調べ学習を行った。各自が調査して分かった

ことについてはロイロノートを用いて整理し，学習のまとめと

して報告会を行った。 
 発展的学習はおよそ以下の流れで進めた。①ロイロノートに

よる学習の進め方を全体で確認し，自分が詳しく調べる工業分

野を一つ決める。②自分が決めた工業分野について本やインタ

ーネットを用いて情報を集め，ロイロノートで発表資料を作成

する。③ロイロノートや大型モニターを活用し，調査をして分か

ったことを報告会で発表する。 
 本実践では調べ学習から報告会までの活動にロイロノートを

取り入れたことで，児童一人ひとりの学びが個別に蓄積されて

いった。そのため，「どのようなことに関心を持ったのか」，「ど

のような流れで調査を進めたのか」等，児童が自身の学びの足跡

をいつでも振り返ることができた。報告会での各自の発表も「自

分が何故そのような結論に至ったのか」ということが明確にな

っていたことで，説得力のある説明を行うことができた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図10．児童がロイロノートで作成した発表資料 

 
２）６年生での取り組み 
教科：国語科／教材：「漢字を正しく使えるように」 
 本稿で最後に取り上げる事例は，ICT 担当者会議への実践提

案を兼ねた校内研究として取り組まれた授業である。本学習の

教材「漢字を正しく使えるように」は，４年生「まちがえやすい

漢字」，５年生「同じ読み方の漢字」などの既習事項を踏まえた

発展的学習に位置付くものであり，文や文章のなかで適切に漢

字を扱うことに関する小学校段階での最終教材となる。GIGA
スクールの開始以降，１人１台端末が整備されたことで児童は

タブレットのキーボードを用いて容易に文字の入力や変換を行

えるようになった。また，ICT 機器の普及に伴って学校での書

字指導のあり方には徐々に変容が見られるようになってきてい

る。しかし，ここで留意すべきはタブレット端末による文字入力

を行う際，児童の目の前には常にAIの予測に基づいた同音異字

や同訓異字，同音異義といった多様な語句が提示されるという

ことである。したがって，書字活動にタブレット端末を用いるこ

とは書字に伴う困難を一部乗り越え可能にはするものの，AIが
提示する様々な選択肢から適切な漢字や語句を選択するという

行為には依然として児童の国語能力が求められるのである。 
 本学習に取り組んだ６年生児童らはこれまでの学習を通して，

漢字を使う際には同音異義語や同訓異字の存在に注意する必要

があることを既に理解している。しかしながら，授業のなかでノ

ートやワークシートに自分の意見を書き込む活動を行ってみる

と，「児童」を「自動」と表記したり，「多い」を「大い」と表記

したりするなど，適切に漢字を扱えていないという課題が見受

けられた。また，文章のなかに難しい表現が使われていると学習

に向き合えなくなるなど，文章読解に苦手意識を抱いている児
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童も多い。そのため，本時の導入にあたっては身近な同音異義語

に関する漢字クイズを行い，児童に学習への意欲付けを図ると

ともに，適切に漢字を使い分けることの必要性を自然と実感で

きるよう工夫した。また，学習の展開場面ではクロームブックと

ロイロノートを活用して児童自身が漢字クイズの作成に取り組

むことで，それぞれの具体的場面に応じた適切な漢字の使い分

けについて学習を進めた。 
 本実践の成果と課題については概ね次のようなことが授業後

の事後研修にて報告された。まず成果としては，漢字クイズの

作成にロイロノートを活用したことで，児童全員が自分と友だ

ちの学習状況をリアルタイムで確認できた点である。これによ

り個人の力で学習を進めることが難しい児童も友だちの考えを

適宜参考にしながら自分の活動を進めることができた。しかし

その一方で，ICT機器の活用が児童の深い学びに効果的であっ

たかどうかは判然としないという意見も見られた。確かに多く

の児童が漢字クイズの作成に意欲的に取り組んではいたもの

の，タブレットを操作することに集中し過ぎるあまり，本時の

目標から児童の意識が離れていってしまったことは課題であっ

たと言える。本実践を踏まえ，児童の思考や学びを深めるため

のより効果的なICT機器の活用について検討を進める必要があ

るだろう。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
図11．漢字クイズに取り組む児童の様子 

 
 
 
 

 
 
 
 

図１２．本時の板書 
 

（２）2023年度の総括 

 2023 年度より新型コロナウィルスが５類感染症となったこと

を受け，臨時休校やオンライン授業といったコロナ禍で必要と

されてきた諸対応はひとまずその役目を終えることとなった。

これに伴い学校現場ではICT機器をより効果的に用いた授業づ

くりにこれまで以上に体系立てて取り組んでいくことが求めら

れるようになってきた。本節で見てきた通り，河東小においても

既に「コロナ対策としてのICT活用」から「深い学びの実現に

向けたICT活用」へと本格的に舵を切ったと言える。 
そこで2023年度における本校の事例をもとに，タブレット端

末を活用するにあたっての主な観点を整理し，以下の３点に要

約する。１点目はタブレット端末を児童が情報を得るためのツ

ールとして活用すること。２点目は児童が考えを整理したり，自

分と友だちの意見を比較したりするためのツールとして活用す

ること。３点目は児童が友だちと相互に情報を発信し合い，互い

の考えを共有するためのツールとして活用すること。以上のよ

うな３つの観点を意識した ICT 活用の取り組みが河東小では

日々進められており，今後も様々な教材とICT機器・ソフトウ

ェア類を組み合わせた画期的な授業づくりが考案されていくこ

とが期待される。 
一方，今後の課題となるのは児童がタブレット端末を扱う上

での基礎技能となるタイピングスキルの獲得とその向上である。

本稿で紹介してきた実践においても児童が一定水準のタイピン

グスキルを獲得していることがタブレット活用における前提条

件となっている。本校では多くの児童がタイピング練習に意欲

的に取り組んでいるものの，技能的水準においては未だ十分と

は言えない。今後は各学年の発達段階に応じた指標を定め，児童

のスキルアップに継続的に取り組んでいくことが求められるだ

ろう。 
 
おわりに 
以上，宍粟市立河東小学校を事例としてGIGA スクール構想

以降の学校現場におけるICT教育を概観してきた。第１節では，

GIGAスクール元年となった2021年度に児童用端末・クローム

ブックが整備されるとともに，Google Classroomやスカイメニ

ュークラウドといったソフトウェアが導入・試行されていく過

程を紹介した。第２節では，校内行事のオンライン化に着目し，

全校集会や6年生をおくる会を事例として紹介した。また，2022

年度よりICT担当者会議が再開され，プログラミング教育の年

間指導計画が作成された。本校においても年間指導計画に基づ

き，各教科でのプログラミング教育が実践された。第３節では，

新たに導入された学習支援ソフトウェア「ロイロノート」を活用

した授業実践の事例を紹介した。GIGA スクール３年目となる

2023年度は河東小全体での取り組みとしてICT機器をより効果

的に活用した授業づくりが目指されるなど，「コロナ対策として

のICT活用」から「深い学びの実現に向けたICT活用」へと本

格的に舵を切る年となった。 
はじめに述べたようにGIGAスクール構想は今後，「GIGA第

２期」として新たなステージに移っていくことが文科省から示

唆されており，「個別最適な学びと協働的な学びの実現」に向け

た更なる取り組みが進められていくことが予想される。そして，

既に見てきたように学校現場においても「ポストコロナ」に対応

したICT教育の在り方が本格的に検討される段階へと進みつつ

ある。なお，本稿では学校教育における今後のGIGAスクール

GIGA スクール構想以降の学校現場における ICT 教育 

 -37- 

推進に向けた一参考資料として事例を報告してきたが，日本に

先駆けて学校教育のICT化を進めた諸外国の動向を一瞥すると

いくつかの興味深い報告が上がってきている。例えば，ICT 教

育の先進国として知られるスウェーデンでは2006年時点で１人

１台端末が整備されるなど，世界に先駆けて教育のデジタル化

が進められた。しかし，OECDが2022年に実施した国際学習到

達度調査（PISA）では「読解力」「数学的応用力」「科学的応用

力」のすべてが前回の調査から順位を下げた。これを受けスウェ

ーデンではICT機器への過度な依存から脱却を目指すとともに，

授業においては「効果的な場面」に限定してICT機器を活用す

る方針へと政策を転換したという9。もちろん上記のような限ら

れた事例のみで日本のGIGAスクールの功罪を判断することは

妥当ではない。しかしその一方で，日本における今後のICT教

育の在り方が教育に携わる者たちにとっての重要な論点となっ

てくることは間違いないだろう。子どもたちの深い学びを実現

可能にするICT教育の在り方について引き続き研究を進めたい。 
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 本論考を執筆するにあたりご協力いただいた皆様に深謝いた
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の先生方には河東小を事例として取り上げることに快諾いただ

くにとどまらず，本校で取り組まれたICT教育の事例を数多く
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童も多い。そのため，本時の導入にあたっては身近な同音異義語

に関する漢字クイズを行い，児童に学習への意欲付けを図ると

ともに，適切に漢字を使い分けることの必要性を自然と実感で

きるよう工夫した。また，学習の展開場面ではクロームブックと

ロイロノートを活用して児童自身が漢字クイズの作成に取り組

むことで，それぞれの具体的場面に応じた適切な漢字の使い分

けについて学習を進めた。 
 本実践の成果と課題については概ね次のようなことが授業後

の事後研修にて報告された。まず成果としては，漢字クイズの

作成にロイロノートを活用したことで，児童全員が自分と友だ

ちの学習状況をリアルタイムで確認できた点である。これによ

り個人の力で学習を進めることが難しい児童も友だちの考えを

適宜参考にしながら自分の活動を進めることができた。しかし

その一方で，ICT機器の活用が児童の深い学びに効果的であっ

たかどうかは判然としないという意見も見られた。確かに多く

の児童が漢字クイズの作成に意欲的に取り組んではいたもの

の，タブレットを操作することに集中し過ぎるあまり，本時の

目標から児童の意識が離れていってしまったことは課題であっ

たと言える。本実践を踏まえ，児童の思考や学びを深めるため

のより効果的なICT機器の活用について検討を進める必要があ

るだろう。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
図11．漢字クイズに取り組む児童の様子 

 
 
 
 

 
 
 
 

図１２．本時の板書 
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資料② 令和４年度プログラミング教育年間指導計画 
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